
研究背景

ユビキタス社会における種々の製品管理やセキュリティ
管理のために、近年急速に使われ出した RFID
（Radio Frequency IDentification）を用いた管理シス
テム構築のための基盤技術の開発は急務

【RFID】
非接触式ICカードシステム，ワイヤレスカードシステムとも呼ばれ、
カードやタグといわれる小型の記録媒体とリーダ・ライタとの組み合
せにより，電波を使ってデータの送受信を行うシステム

RFIDを交信時に物理的な接触をさせるのではなく，
それらを身に付けてアンテナの交信領域内に入るだけで，
データ通信が行えるシステムの構築

RFIDシステムを用いて非接触でデータ通信を行い，
オブジェクトに関するデータ管理を行うシステムの構築

RFIDシステムを用いて、ある部屋における利用者の入
退室データを管理するシステムを構築し、
• タグ読み取りアンテナ位置関係の検討
• データ管理システムのためのネットワーク構築とデー
タ管理方法の検討

基礎検討として…

そこで…
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入退室管理システム

一つのドアに対して、二つの読み取り装置をつけることに
より、読み取りの時間差により、入退室を確認する。
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